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◎ 自己紹介

 学会活動

 日本経営学会理事・東北部会代表
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 主な社会活動

 NPOひろだいリサーチ附属 ひろだい地域商社研究会 会長

 青森県商工会連合会「新規事業者デザイン支援事業」 専門家

 青森県あおもり産品消費宣伝対策強化促進事業・推進委員会 委員

 青森県地域経済研究会 構成員

 青森県新型コロナウィルス感染症経済対策会議 委員

 建設トップランナー倶楽部 特別会員・幹事

主に地域と弘前大学とを結ぶ活動をしています。



◎概 要
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 地域づくりと地域の経済活動とは、小規模な自治体を除いて、行政の担

当部局が分かれていることも多く、一体として考える機会がなかった。

 しかし地域の自立には、地域の経済的自律の観点が不可欠である。

 近年注目されている地域商社には、手作りの直売所から、道の駅、そし

て本格的な企業経営など、広範な対象が含まれる。

 この講義では地域自体が自前の経済活動に取り組んでいる事例を紹介し、

地域の持続可能性を展望したい。



◎目 次
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1. 地域経営の目的(経営理念と経営目標)

2. 地域主導の「ビジョンづくり」

3. 自治組織 共和の郷・おだ

4. (農)ライスフィールド(有)

5. 平内町藤沢地区の取り組み

6. むすびにかえて



1. 地域経営の目的（経営理念と経営目標）

（1）経営理念

①経営者の信念/信条等 「地域の振興」。「安心・安全で住みやすい」

②経営理念に基づくイメージや行動様式の統一 地域ブランド確立へ

③事業領域(ドメイン) 農林水産物と顧客への癒しの時空間の提供等

④組織の構成員に共有される価値体系 地域の文化と風土

（2）経営目標

①経済的目標 収益、雇用創出、納税等の指標

②社会的責任やイメージ向上 環境問題の対応など非経済的目標も必要

③利潤は地域ビジネスの存続・成長をカバーできなければならない

ビジネスを通じて地域自体の存続を目指す(ドラッカーの存続目標体系)



2. 地域主導の「ビジョンづくり」

（1）地域を衰退に導いたこれまでのやり方・具体的な欠陥点

①主役(主体)が中央政府の役人になっている。

②政策の推進手段は補助金と低利融資(条件によっては無利子)。

③政策・事業を地域の現場に「下ろし」、推進・普及・勧誘にあたるのは、

道府県の出先期間の職員たちである。

④地域の現場で、地域振興の事業を実施するのは、主として市町村である。

（2）「本末転倒」な国の政策にふり回されないために、何をなすべきか

地域住民が主役となる「集落ビジョン運動」

［出典］楠本雅弘「国の政策にふり回されない地域主導の『ビジョンづくり』を」、原資料『現代農

業』2015年7月号。農山漁村文化協会編(2017)『事例に学ぶこれからの集落営農』農山漁村文化協会



3. 自治組織共和の郷・おだ(広島県東広島市河内町小田)

［出典］佐々木純一郎(2018)「農業の法人化と地域の持続可能性」、青森県『青森県社会経済白書(H29年度版)』



3. 自治組織共和の郷・おだ(広島県東広島市河内町小田)

［出典］楠本雅弘(2010)『進化する集落営農』農山漁村文化協会

（1）自治組織による「村の復活」

①2002年暮、小学校の廃校(2004年)などを契機に、住民運動が盛り上がる

② 2003年1-9月に33回の会合 アンケート、講演会・視察研修、役場・議会との意見交換

③2003年10月、「共和の郷・おだ」設立 120年前消滅した「小田村が自治組織として復活・再生した」

④「共和の郷・おだ」の工夫 組織自体が事業運営の主体(経営者)にならない。「ソフト」活動に徹する

（2）集落営農法人による「農協の復活」

①2005年11月、「農業生産法人ファーム・おだ」設立 旧村(小学校区)全体をカバーする「農場」

②2006年、「ファーム・おだ加工グループ・ビーンズ」結成 目的はファーム・おだの加工品開発・販売
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［出典］共和の郷・おだ「未来創成77ビジョン」



4. 農業生産法人ライスフィールド有限会社(島根県松江市)

［出典］佐々木純一郎(2018)「農業の法人化と地域の持続可能性」、青森県『青森県社会経済白書(H29年度版)』



5. 平内町藤沢地区の取り組み(青森県平内町藤沢地区)

［出典］土井良浩(2016)『いんでねえが ふんちゃ〜青森県平内町藤沢地区 明日を切り拓く、一年間の試み

〜 vol.2』藤沢町内会、弘前大学大学院地域社会研究科藤沢プロジェクトチーム

（1）藤沢地区からの運動
①2014年8月、藤沢地区が青森県、平内町、弘前大学と現状を詳しく調べ、将来を考え、行動を目指して活動
② 藤沢が目指すのはこんな集落
・住民がいつまでも若々しく生き生きと光り輝ける、しごと・ゆとりを持ち、健康である集落
・皆で和気あいあいと楽しく、地域のつながりが絶えない集落
・地区の外の人にも魅力的で、新しい人やアイデアを受け入れる開かれた集落
③活動方心〜活動をする上での心構え〜
・やれる人たちが、やれることを、無理をせずに
・目の届く範囲の身近なものを活用して、いきがいづくり
・多世代の人々が集まり、交流する機会を増やす
・藤沢にゆかりのある外の人との交流の機会を増やす、つながりを強くする

（2）藤沢地区の具体的取り組み
①他地域との交流、視察受け入れ 青森県新郷村、岩手県、秋田県との交流
②2016年 国道4号線沿いのコンビニ脇に「直売所ふんちゃ」開設
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［出典］弘前大学大学院地域社会研究科(2017)『弘前大学と地域づくり』Vol.9



13



14



152016/7/16、直売所オープン。2021年度、NPOひろだいリサーチが支援。若い世代への承継が課題。



6. むすびにかえて

（1）地域経営の目的と地域ビジョン

①地域の住民が主体となり、地域の未来を考えることが出発点

②行政との関係性 補助金の活用は手段にすぎず、目的ではない

（2）共和の郷・おだ

①自治組織による「村の復活」

②集落営農法人による「農協の復活」

（3）(農)ライスフィールド(有)

①会社組織による地域の展望

②若者の雇用は地域自体の持続可能性のために必要

（4）藤沢地区

①無理のない活動

②学習と他地域との交流の重要性



ご清聴ありがとうございました

十三湖から望む岩木山。

［撮影 佐々木純一郎］
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